
重要港湾 小野田港
小野田港は、山口県南西部に位置する宇部港に隣接し
た港湾で、古くから石炭、セメント、石灰石等の取扱い
を主とする工業港として発展し、昭和35年に重要港湾の
指定を受けました。
その後、背後地が昭和36年に産炭地域振興臨時措置法、
昭和47年に工業再配置促進法の適用を受け、電力、化学、
鉄鋼等の企業が立地し、港勢も拡大しました。
港湾施設としては、東沖地区の－10ｍ岸壁、本港地区
の－7.5ｍ岸壁、－5.5ｍ岸壁及び－5.0ｍ岸壁があり、金
属くず、鉄鋼、砂・砂利等が取り扱われています。
今後は、地域産業の活性化に向けて、既存施設の利用
促進を図り、効率的な港湾運営を行います。

東沖－10m岸壁荷役状況
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沿　革
明治 14年（1881） わが国初の民間セメント工場（小野田セメント）が創設。
明治 16年（1883） 美祢地方産出の石灰石を燃料とするセメント出荷開始。
大正  2年（1913） 小野田セメント（株）による港湾改修工事開始。
昭和  5年（1930） 乙種港湾に編入。
 25年（1950） 港湾法に基づく地方港に指定。
 28年（1953） 山口県が港湾管理者となる。
 35年（1960） 港湾法に基づく重要港湾に指定。
 36年（1961） 産炭地域振興臨時措置法の運用を受ける。
 47年（1972） 工業再配置促進法の適用を受ける。
平成 10年（1998） 港湾計画改訂
 11年（1999） 東沖地区に－10m岸壁完成。
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PRポイント
・石炭移入量　全国第1位　（2016年実績）
・東沖工業団地に隣接する岸壁　（－10ｍ）

地区名 施設名 延長等 備考

本港地区 岸壁（－10.0m） 185m（1バース）

岸壁（－7.5m） 130m（1バース）

岸壁（－5.5m） 180m（2バース）

岸壁（－5.0m） 90m（1バース）

岸壁（－4.0m） 340m
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港湾取扱貨物量の推移
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品目別取扱貨物量（平成28年）
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92千トン

輸入
7千トン

移入
3,048千トン

移出
631千トン

産業機械
0.8%

再利用資材
13.0%

鉄鋼
86.5%

鋼材
34.9%

再利用資材
34.2%

非金属鉱物
11.8%

窯業品
8.1%

その他
11.0%

石灰石
87.0%

金属くず
12.8%

石炭
85.1%

金属くず
9.2%

その他
5.7%
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